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こんなことは違反です!  贈らない! 求めない! 受け取らない!
▲柚の木  ハート TO ハート（流水会の演舞）

　

指
導
が
始
ま
っ
た
の
は
今
か
ら
15
年
前
。
現
在
は
牛
房
章
二
さ
ん
、
藤
修

さ
ん
の
２
人
。
２
年
生
の
生
活
科
の
授
業
で
や
さ
い
づ
く
り
を
担
当
。

　

今
年
の
夏
や
さ
い
は
子
ど
も
た
ち
の
希
望
で
、
ト
マ
ト
、
ピ
ー
マ
ン
、
ナ

ス
を
栽
培
。
４
ク
ラ
ス
の
子
ど
も
た
ち
で
毎
日

観
察
や
水
や
り
を
行
い
育
て
て
い
ま
す
。
た
く

さ
ん
の
収

穫
が
あ
り
、

そ
の
喜
び
、

感
謝
の
作

文
を
も
ら

っ
た
と
き

は
本
当
に

う
れ
し
い

と
喜
ん
で

お
ら
れ
ま

し
た
。

　

冬
や
さ

い
は
大
根
と
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
を
作
付
け
、
小
さ

な
種
を
土
に
埋
め
な
が
ら
「
大
き
な
大
根
に
な

る
よ
う
に
」
と
願
い
を
込
め
種
植
え
し
て
い
る
子
ど
も
た
ち
の
様
子
を
ほ
ほ

え
ま
し
く
思
う
と
共
に
、
食
に
関
す
る
感
謝
の
気
持
ち
を
持
っ
て
ほ
し
い
と

願
っ
て
い
る
と
の
事
で
し
た
。
今
困
っ
て
い
る
問
題
と
し
て
、
後
継
者
が
お

ら
れ
な
い
と
の
事
で
す
。
そ
の
事
に
対
し
て
、
取
材
を
し
た
広
報
委
員
会
と

し
て
「
町
づ
く
り
支
援
室
」
に
早
速
応
援
を
依
頼
し
ま
し
た
。

　

い
つ
ま
で
も
続
け
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
！

「議会だより」についてのご意見をお待ちしております。 TEL935-1001 FAX935-7070
議会事務局は町役場４階です。  E-mail:gikai@town.shime.lg.jp

傍聴に是非お越しください。議会傍聴は、町民が町政に参加する機会のひとつです。
是非お越し下さい。車椅子席もあります。詳細は議会事務局までお問い合わせください。

次回の定例会は12月４日より次回の定例会は12月４日より次回の定例会は12月４日より
町議会を撮影した
DVDを貸し出します！
希望される方は、図書館または議会
事務局にお越しください。
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第54号
平成21年（2009）11月1日発行

福岡県志免町議会

あ
り
が
と
う
！
や
さ
い
先
生

7月24日・26日 水害の緊急報告を受ける ❼

補正予算第３号 否決    第4号で可決 14

議会で水害実態調査 ４校区で開催 17

財政状況やや改善 収納率向上を! ❷
20年度決算

志免保育園設計委託料ほか
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第8回
定例会
第8回
定例会

町の財政状況

使ったお金
9,857,430千円

100%

人件費
1,701,498千円

17.3％

物件費
2,123,589千円
21.5％

維持補修費
54,149千円
         0.5％

補助費等
1,275,950千円
         12.9％

扶助費
1,259,320千円
       12.8％

  繰出金
1,452,982千円
           14.7％

積立金 5,892千円
　　      0.1％

投資および出資金
貸付金 56,079千円
           　　　0.6％

普通建設事業費
924,773千円
       9.4％

公債費（借金返済）
1,003,198千円
           10.2％

消費的経費
6,414,506千円
     65.0％

投資的経費
924,773千円 9.4％

入ったお金
10,331,765千円
100%

町税
4,972,310千円
    48.1％

 地方交付税
1,440,657千円
　　13.9％

町債（町の借金）
739,920千円
      7.2％

国・県支出金
1,304,953千円
    12.6％

繰入金
58,211千円 0.6％

自主財源
6,220,310千円
           60.2％

依存財源
4,110,794千円

39.8％  

その他
625,264千円 6.1％
地方譲与税 110,381千円
利子割交付金 22,836千円
配当割交付金 6,348千円
株式等譲渡所得割交付金
 2,535千円
地方消費税交付金
 337,087千円
自動車取得税交付金
 53,913千円
地方特例交付金 80,123千円
交通事故対策特別交付金
 12,041千円

その他 681,719千円 6.6％
分担金・負担金 201,996千円
使用料・手数料 158,636千円
財産収入 53,916千円
諸収入 267,071千円
寄附金 100千円

繰越金
508,731千円 4.9％

　９月定例会は９月４日から25日まで、22日間の会期で開かれました。20年度の決算・
21年度の補正予算・議案24件を可決。健全化判断比率・資金不足比率についての報告、
請願１件、陳情1件、決議１件について審議。教育委員２人の任命に同意しました。
　一般質問は９月７日から９日までの３日間行いました。

実
質
収
支

　

平
成
20
年
度
決
算
で
は
一
般
会
計

で
約
４
億
２
１
２
８
万
円
の
黒
字
。

町
税
の
収
入
状
況

　

収
入
未
済
額
は
約
３
億
１
４
５
０

万
円
、
不
納
欠
損
は
７
４
９
万
円
。

　

収
納
特
別
対
策
室
と
し
て
、
職
員

が
一
丸
と
な
り
夜
間
徴
収
等
に
努
め
、

10
年
ぶ
り
に
収
納
率（
94
・
６
％
）を

上
げ
た
が
、さ
ら
な
る
徴
収
を
。

町
債（
借
金
）・
基
金（
貯
金
）

　

借
金
残
高
は
約
85
億
８
２
０
０
万

円
で
、町
民
一
人
当
た
り
約
20
万
円
。

　

貯
金
は
、
今
年
度
約
５
６
１
９
万

円
の
取
り
崩
し
、
37
億
４
６
３
０
万

円
。

委 員 長　稲永　正昭

副委員長 助村千代子  副委員長 丸山真智子

　決算審査は特別委員会を設置し、11日か

ら５日間行い、古庄議長、二宮監査、稲永委

員長、欠席１名を除く12人で採決を行い、賛

成多数（11：１）で可決された。

20
年
度
一
般
会
計
主
な
事
業

片
峰
山
保
存
林
購
入

７
３
０
０
万
円

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
教
育
推
進

３
６
７
１
万
円

道
路
舗
装
補
修３

０
０
０
万
円

志
免
中
央
小
学
校
大
規
模
改
造

１
９
０
６
万
円

桜
町
集
会
所
解
体２

５
２
万
円

決算特別委員会

主な財政指数
経常収支比率（％）
財政力指数
公債費比率（％）

19年度
91.6
0.767
11.6

20年度
91.1
0.78
9.9

全ての指数において前年度より改善されている。
経常収支率＝80％を超えると、財政構
造は弾力性を失う。
財政力指数＝高いほど財源に余裕が
ある。
公債費比率＝数値が高いほど財政構
造の硬直性の高まりを示す。

実
質平平約

で
約

町
税収収円

万
円収収

丸

が
一

10
年年げ

上
げ

町
債借借で

円
で貯貯

円
のの

円
。

財政状況やや改善
９月定例会は９月４日から25日まで、22日間の会期で開かれました
2211年年度度のの補正予補正予算算・議案24件・議案24件をを可決可決。健全健全化判断比化判断比率・率・資金資金不不足比率足比率

収納率向上を!
平
成
20
年
度
決
算
を
認
め
ま
し
た
。

 

一
般
会
計
１
０
３
億
３
１
７
６
万
円

賛
成
多
数
で
可
決

（
賛
成
11
・
反
対
１
） 

欠
席
１
【
賛
成
】 

堤
・
助
村
・
丸
山
・
吉
住
・
池
邊
・
牛
房
・
大
西
・
西
川
・
稲
永
・
大
林
・
熊
本
・二
宮

【
反
対
】 

末
藤　
　
〔
欠
席
〕大
熊

•国民健康保険…（歳入）42億2,973万円  （歳出）46億2,500万円
 （全員賛成）

•老人保険………  （歳入）4億2,498万円    （歳出）4億1,393万円
 （全員賛成）

•後期高齢者医療  （歳入）3億3,774万円    （歳出）3億1,964万円
 （賛成多数 賛成14・反対1） 欠席1

•住宅新築資金等貸付事業（歳入）1,467万円 　　　 （歳出） 200万円
 （全員賛成）

•下水道事業……（歳入）16億3,591万円  （歳出）15億9,590万円
 （全員賛成）

平成20年度特別会計



５ ４

▲災害状況（平成の森）

※子育て応援特別手当 5,760万円
　平成15年4月2日から平成18年4月1日までに生まれた子ども1,600人で一人あたり36,000円

　災害復旧費   924万円
　7月24日・26日の水害のため原形復旧13ヶ所

※保育所整備事業補助金
　　　　    3,843万円
　私立別府つくし保育園の増築および大規模修繕
　工事。定員を150人から180人に増員。

※子宮頸がん・乳がん健診委託料 867万円
　無料健診クーポン発行分　・子宮頸がん1,609人　・乳がん1,485人対象

※迎田．深町線道路舗装補修工事 2,810万円

特
別
職
の
職
員（
臨
時
・
非
常
勤
）の
報
酬

お
よ
び
費
用
弁
済
に
関
す
る
条
例
の
改
正

　

教
育
委
員
会
委
員
、
選
挙

管
理
委
員
会
委
員
、
監
査
委

員
お
よ
び
農
業
委
員
会
委
員

が
公
務
の
た
め
会
議
に
出
席

し
た
時
は
、
費
用
弁
済
と
し

て
２
０
０
０
円
を
支
給
す
る
。

平
成
22
年
４
月
１
日
施
行

全
員
賛
成

国
民
健
康
保
険
条
例
の
改
正

　

出
産
育
児
一
時
金
を
38
万
円
か
ら
42
万
円
に
引
き
あ
げ
る
も
の
。

全
員
賛
成

　糟屋郡篠栗町外一市五町財産組合

議会議員任期満了により再任

稲永 正昭 議員

財政の健全化に関する報告
平成20年度決算に基づく健全化判断比率

１．実質赤字額、連結赤字額、及び資金不足は発生していないため、それぞれの比率は「－」で記載している。

２．（　）内の数値は、早期健全化基準を記載。資金不足比率のみ経営健全化基準。

　・早期健全化基準を越えると、財政健全化計画をたてなければならない。

　・経営健全化基準を越えると、経営健全化計画をたてなければならない。

　・水道事業・下水道事業特別会計の資金不足は生じていない。

実質赤字
比率
̶

（13.98）

連結実質
赤字比率
̶

（18.98）

実質公債費
比率
10.2

（25.0）

将来負担
比率
58.7

（350.0）

（単位：％）

※は国・県の補助金等による事業

反対討論　　　　　　　　末藤議員
　後期高齢者医療制度にストップをかけない限り、病気を

したらした者が悪い、だから自分で負担をという原則が定着

して、国の責任は棚上げされ、日常医療はますます悪くなる。

　今度の新政権で制度の廃止を明言している。後期高齢者

医療制度の廃止を求め、問題点を指摘し、反対討論とする。

後期高齢者医療特別会計決算
人事案件

2億9,898万円増　総額98億3,771万円

補正の主なもの

賛成多数で可決
平成21年度 一般会計補正予算（第5号）平成21年度 一般会計補正予算（第5号）

（賛成13：反対1）
欠席１

平成21年度  特別会計補正平成21年度  特別会計補正

〔賛成〕堤、助村、丸山、池邊、牛房、大西、西川、吉田、稲永、大林、熊本、二宮、末藤
〔反対〕吉住　〔欠席〕大熊

・国民健康保険……2,385万円減　総額42億6,814万円　全員賛成

・老人保険…………1,387万円増　　　 総額8,328万円　全員賛成

・後期高齢者医療…1,809万円増　総額 ４億1,501万円　賛成多数（賛成13：反対1）

・水道事業…………1,050万円減　総額 ８億5,561万円　全員賛成

主な議案審査主な議案審査 条例は町の憲法です条例は町の憲法です条例は町の憲法です
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▲ゴミ問題出前講座 （東中学校）

▲志免町電算室 （22年10月より更改）

▲シーメイト工作室
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　前回からの重点項目については
①行政の方向性を示してほしい。
②分離新設・増築のスケジュール。
③財政面の問題。
　項目にそって町長、学校教育課・経営企画課よ
り状況説明を受けた。

学
校
評
価
制
度

　
『
学
校
の
教
育
目
標
の
運
営

状
況
を
点
検
評
価
し
、
そ
の

結
果
を
学
校
の
質
の
向
上
に

生
か
す
た
め
各
学
校
で
、
そ

れ
ぞ
れ
自
己
評
価
、
関
係
者

評
価
を
行
い
結
果
を
公
表
。

評
価
が
分
れ
た
学
力
向
上
・

心
の
教
育
・
道
徳
・
学
級
活

動
の
指
導
な
ど
に
工
夫
が
な

さ
れ
て
い
る
。』
道
徳
教
育
に

つ
い
て
は
、
学
校
だ
け
で
な

く
地
域
と
連
携
を
と
っ
て
い

た
だ
く
よ
う
提
言
。
こ
の
制

度
が
学
校
経
営
の
見
直
し
、

改
善
に
つ
な
が
る
仕
組
と
な

る
よ
う
要
請
し
て
い
る
。

行
財
政
改
革

　
『
行
財
政
再
構
築
プ
ラ
ン
の

検
証
に
つ
い
て
は
、平
成
17
年

よ
り
５
ヶ
年
の
シ
ュ
ミ
レ
ー

シ
ョ
ン
に
近
い
財
政
状
況（
身

の
丈
90
億
円
の
予
算
）
で
あ

る
。
こ
れ
か
ら
の
３
年
間
の

財
政
計
画
を
立
て
、
膨
ら
ん

で
き
て
い
る
歳
出
構
造
を
見

直
す
。』

　

他
町
と
く
ら
べ
行
財
政
改

革
の
ス
タ
ー
ト
が
早
か
っ
た

こ
と
は
評
価
す
る
も
の
の
、

見
直
し
が
お
そ
い
。
計
画
通

り
の
財
政
運
営
が
な
さ
れ
る

よ
う
強
く
要
請
し
た
。

電
算
シ
ス
テ
ム

　

再
構
築
共
同
事
業

　
『
業
務
シ
ス
テ
ム
の
更
改
が

平
成
21
年
と
な
っ
て
い
た
。

各
自
治
体
同
じ
よ
う
な
業
務

を
行
っ
て
い
る
の
で
シ
ス
テ

ム
の
統
一
が
で
き
れ
ば
経
費

削
減
が
で
き
る
。
糟
屋
地
区

６
町
で
研
究
を
行
っ
た
が
粕

屋
、
篠
栗
、
久
山
３
町
と
は

更
新
の
時
期
が
合
わ
ず
、
宇

美
、
志
免
、
須
恵
３
町
で
共

同
化
す
る
。』

学
童
保
育
と

　
　
　
　

保
育
行
政

　
『
志
免
南
保
育
園
で
改
修
工

事
を
行
い
、
新
し
く
特
定
保

育
が
始
ま
る
。
多
様
化
す
る

働
き
方
に
対
応
で
き
る
子
育

て
を
支
援
す
る
も
の
で
、
待

機
児
童
解
消
に
つ
な
が
る
も

の
と
期
待
さ
れ
る
。』
長
年
の

懸
案
で
あ
る
志
免
保
育
園
を

ど
う
す
る
の
か
、
早
く
し
っ

か
り
と
し
た
方
向
性
を
出
す

よ
う
提
言
し
て
い
る
。

　

学
童
保
育
に
つ
い
て
は
、

『
東
小
学
校
で
チ
ャ
レ
ン
ジ

ひ
ろ
ば
が
夏
休
み
に
実
施
さ

れ
、
待
機
児
童
の
受
け
皿
に

も
な
っ
て
お
り
、
現
在
待
機

は
ゼ
ロ
で
す
。』

医
療
制
度
改
革
と

　
　
　

健
康
づ
く
り

　
『
平
成
20
年
度
の
メ
タ
ボ
検

診
の
受
診
率
36
・
７
％
、
全
国

平
均
28
・
３
％
、福
岡
県
21
・
３

％
で
目
標
数
値
30
％
を
ク
リ

ア
し
た
。』
平
成
24
年
度
は
65

％
と
な
っ
て
お
り
さ
ら
に
啓

発
が
必
要
。

国
保
に
お
け
る
病
院

窓
口
で
の
負
担
金
の

減
免
制
度

　
『
減
免
基
準
制
定（
平
成
17

年
）以
降
該
当
者
な
し
。』
広

報
不
足
を
指
摘
。
情
報
の
開

示
を
周
知
徹
底
す
べ
き
と
強

く
要
請
し
た
。

総
合
福
祉
施
設
シ
ー

メ
イ
ト
と
望
山
荘
の

運
営

　

望
山
荘
を
７
月
７
日
に
視

察
。
老
朽
化
し
て
い
る
が
改

修
工
事
も
さ
れ
、
利
用
に
問

題
は
な
い
。
利
用
者
は
少
く

な
っ
て
い
る
が
１
５
０
人
近

く
が
利
用
。
今
後
役
割
、
位

置
づ
け
を
ど
う
す
る
か
審
議

す
る
。

　

シ
ー
メ
イ
ト
で
は
福
祉
的

要
素
の
行
事
や
教
室
の
利
用

者
が
多
い
。
指
定
管
理
者
制

度
の
検
討
を
と
の
意
見
も
あ

る
が
、
総
合
福
祉
施
設
と
し

て
な
じ
ま
な
い
な
ど
議
論
を

深
め
た
い
。

※

『　

』
は
行
政
の
報
告
で
す
。

　須恵スマートインターチェンジに接する道路の
整備計画について行政視察を行なった。

　委員会を継続するか否かについて審議を行った。
地方制度調査会も市町村合併を来年３月で一区切
りとする旨を答申しており、新たな動きなどが出
てきた時点で、再度立ち上げることとし、廃止す
ることを全員賛成で決定。

　

志
免
町
議
会
基
本
条
例
の

策
定
に
つ
い
て
は
素
案
を
作

成
し
、
全
員
協
議
会
で
意
見

を
聞
く
こ
と
に
し
て
い
る
。

　

現
在
条
例
の
素
案
作
り
を

行
っ
て
い
る
。

　

７
月
の
水
害
に
つ
い
て
は

各
地
域
よ
り
、
文
書
や
口
頭

で
陳
情
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る

が
、
全
町
的
に
被
害
が
発
生

し
た
実
態
を
把
握
す
る
た
め
、

全
員
協
議
会
と
し
て
地
元
に

出
向
き
、４
校
区
で
協
議
会
を

開
催
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

７
月
24
日
・
26
日
に
か
け

て
の
豪
雨
災
害
に
つ
い
て
被

害
状
況
の
説
明
を
受
け
た
。

　
『
宇
美
川
の
河
川
改
修
が
で

き
て
い
な
け
れ
ば
、大
災
害
に

な
っ
た
。
し
か
し
内
水
に
よ
る

家
屋
被
害
は
床
上
81
戸
、床
下

１
６
７
戸
な
ど
に
の
ぼ
る
。』

　

町
民
の
安
全
・
安
心
を
常

に
考
え
行
政
を
す
す
め
る
よ

う
要
請
し
た
。

上
水
道
事
業
の
経
営

　
『
安
定
供
給
に
努
め
ほ
ぼ
順

調
に
推
移
し
て
い
る
。
給
水

使
用
量
は
７
月
の
天
候
不
順

な
ど
で
前
年
度
よ
り
減
少
。』

　

土
生
山
浄
水
場
は
町
民
の

命
を
預
か
る
重
要
な
箇
所
で

あ
り
嘱
託
や
臨
時
職
員
だ
け

で
な
く
、専
門
技
術
職
員
を
１

名
配
置
す
べ
き
と
提
言
し
た
。

ご
み
収
集
に
関
す
る
問
題

　
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包

装
類
の
分
別
は
理
解
が
得
ら

れ
て
い
な
い
」と
の
指
摘
に
対

し
、『
７
月
中
旬
、分
別
の
啓

発
チ
ラ
シ
を
各
戸
に
配
布
し

た
。
チ
ラ
シ
の
内
容
も
、
写

真
入
り
で
わ
か
り
や
す
い
と

の
評
価
を
得
て
い
る
。
８
月

第
２
回
目
の
収
集
内
容
を
、

宇
美
・
志
免
リ
サ
イ
ク
ル
セ

ン
タ
ー
で
確
認
し
た
結
果
、

以
前
よ
り
よ
く
な
っ
て
い
た
。

量
も
約
１
／
３
に
減
っ
て
お

り
、
チ
ラ
シ
配
布
の
効
果
が

出
た
と
思
わ
れ
る
。』

　

今
後
も
機
会
を
捉
え
、
町

内
会
・
各
団
体
な
ど
に
説
明

会
を
行
っ
て
い
く
よ
う
要
請

し
て
い
る
。

　３町協議会総会でボタ山の管理については、現
状のまま、自然活用するとの基本方針を合意した。

今回、吉住・大熊・西川・稲永・熊本・末藤議員が
一身上の都合により辞任。委員数を２人減とし、
新たに助村・二宮・丸山・吉田議員が委員となり、
委員長に牛房・副委員長吉田議員。

志免西小学校の分離新設・
増築等調査特別委員会

建
設
常
任
委
員
会

総
務
文
教
常
任
委
員
会

厚 生 常 任 委 員 会

議 会 運 営 委 員 会

合併問題調査特別委員会

委員会報告（調査・研究）

町の重要 な課題町の重要 な課題

福岡都市圏広域行政
調査特別委員会

志鉱跡地対策特別委員会

結
果
を
生
か
し
教
育
目
標
の
達
成
を

期
待
さ
れ
る
待
機
児
童
対
策

水
害
の
緊
急
報
告
受
け
る

委員会を廃止
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▲厳しい経営が続く（各小規模事業所） ▲田富市街化調整区域

▲防災マップ（平成17年作成）

大
西　

今
回
、
国
の
補
助
と

し
て
、
地
域
活
性
化
・
経
済

危
機
対
策
交
付
金
等
が
全
額

交
付
さ
れ
る
が
、
地
デ
ジ
対

策
に
つ
い
て
は
町
内
業
者
に

平
等
に
交
付
金
が
落
ち
る
よ

う
努
力
さ
れ
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
商
工
会
と
の
話
し
合

い
が
さ
れ
た
の
か
。

地
域
整
備
課
長　

商
工
会
と

調
査
を
し
、
公
平
に
商
工
会

加
盟
の
業
者
に
契
約
で
き
る

よ
う
進
め
て
い
る
。

大
西　

本
町
独
自
の
緊
急
融

資
制
度
基
金
２
０
０
０
万
円

の
増
額
や
、
今
以
上
借
り
や

す
い
よ
う
に
利
子
補
給
制
度

か
、
保
証
金
保
証
制
度
の
創

設
を
提
案
し
て
い
る
。

　

商
工
業
の
発
展
な
く
し
て

町
の
発
展
は
な
い
と
思
っ
て

い
る
が
、
そ
の
事
に
つ
い
て

町
長
の
考
え
を
問
う
。

町
長　

商
工
業
の
発
展
な
く

し
て
町
の
発
展
は
な
い
、
と

私
も
思
っ
て
い
る
。
今
後
商

工
会
と
の
連
携
を
深
め
、
お

互
い
に
発
展
が
で
き
る
よ
う

に
努
力
す
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

●
在
宅
医
療
廃
棄
物
対
策
強

化
に
つ
い
て

西
川　

災
害
に
備
え
る
日
ご

ろ
の
心
得
が
一
番
大
切
だ
と

思
う
。
地
域
住
民
に
対
す
る

啓
蒙
啓
発
は
行
政
と
し
て
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

町
長　

最
近
の
災
害
は
火
災

風
水
害
・
地
震
と
、複
雑
な
様

相
を
呈
し
て
い
る
。
火
災
に

対
す
る
訓
練
は
消
防
団
を
中

心
に
実
施
し
て
い
る
が
、
水

害
等
に
つ
い
て
は
実
施
し
て

い
な
か
っ
た
。
今
後
は
、
過

去
の
経
験
を
い
か
し
地
域
の

皆
様
方
に
対
す
る
防
災
の
啓

蒙
啓
発
に
つ
い
て
努
力
す
る
。

税
の
収
納
率
ア
ッ
プ

答
弁
：
体
制
作
り
を
行
な
う

西
川　

町
財
政
が
非
常
に
厳

し
い
と
き
に
大
き
な
財
産
を

取
り
こ
ぼ
し
て
い
る
。

　

収
納
業
務
に
精
通
し
た
人

材
を
確
保
し
、
収
納
課
等
を

立
ち
上
げ
て
は
。

町
長　

総
合
的
に
組
織
機
構

改
革
を
行
い
、
収
納
に
関
す

る
ポ
ジ
シ
ョ
ン
が
で
き
れ
ば

と
思
っ
て
い
る
。

　

税
負
担
の
公
平
さ
が
損
な

わ
れ
な
い
体
制
づ
く
り
を
し

て
い
き
た
い
。

池
邊　

都
市
計
画
基
本
方
針

「
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」で
炭
住

街
が
一
つ
も
う
た
っ
て
い
な

い
。
安
心
安
全
災
害
の
な
い

町
作
り
が
基
本
と
思
う
が
。

町
長　

そ
う
い
う
地
域
に
つ

い
て
調
査
し
整
備
を
進
め
る
、

そ
の
手
伝
い
を
す
る
。

地
域
整
備
課
長　

公
社
の
方

で
土
地
を
少
し
ず
つ
買
収
し
、

防
災
避
難
用
地
と
し
て
少
し

は
手
に
入
れ
て
い
る
。
住
民

の
方
々
に
動
き
が
あ
れ
ば
少

し
で
も
対
応
で
き
る
よ
う
に

と
考
え
て
い
る
。

市
街
化
調
整
区
域
見
直
し

答
弁
：
町
を
挙
げ
て
取
組
む

池
邊　

田
富
地
域
の
市
街
化

調
整
区
域
内
に
は
消
防
署
、

医
療
施
設
、
郵
便
局
等
が
あ

り
、
計
画
的
な
市
街
化
整
備

を
進
め
る
必
要
が
あ
る
と
思

う
。

町
長　

既
に
市
街
化
区
域
と

同
じ
よ
う
な
様
相
を
呈
し
て

い
る
地
域
で
あ
る
。
条
件
整

備
が
整
っ
て
、
専
門
的
知
識

な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
、

住
民
の
理
解
を
得
て
、
町
を

挙
げ
て
見
直
し
な
ど
に
取
り

組
ん
で
い
く
べ
き
で
は
な
い

か
と
思
っ
て
い
る
。

炭住街の調査と整備
答弁：住環境の整備を検討

都
市
計
画

国庫補助金を公平に
答弁：公平に契約する

商
工
活
性
化

防
災
へ
の
啓
蒙
啓
発

答
弁
‥
今
後
努
力
し
て
い
く

危機管理

一般質問11人

こ
こ
が
聞
き
た
い

　

一
般
質
問
は
会
議
録
に
も
と
づ
き
議
員
個
々
の
自
由
編
集（
そ
の
他
の
質
問
の
記
載
も
）で
掲
載

し
て
お
り
ま
す
。
詳
細
は
会
議
録（
Ｈ
Ｐ
・
図
書
館
・
各
公
民
館
に
置
く
）を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

　

掲
載
は
質
問
順
と
し
て
い
ま
す
。

池
邊  

満
男  

議
員

大
西　

勇  

議
員

西
川  

蓉
子  

議
員



11 10

▲雨水タンクの設置

▲庁舎屋上の防災無線 ▲多目的広場を芝生に

▲早急な結論が待たれる

吉
田　

千
葉
県
市
川
市
で
は
、

浸
水
被
害
、
遊
水
の
枯
渇
、

水
質
の
悪
化
が
進
み
貯
留
浸

透
施
設
の
普
及
が
必
要
と
の

認
識
が
高
ま
り
、
あ
ま
水
条

例
を
制
定
し
て
あ
る
。

　

志
免
町
に
お
い
て
も
こ
の

よ
う
な
条
例
を
制
定
し
て
は
。

町
長　

自
然
の
水
循
環
の
バ

ラ
ン
ス
を
調
整
す
る
た
め
に

必
要
と
い
う
こ
と
だ
と
思
う
。

　

た
だ
条
例
を
つ
く
る
だ
け

で
は
意
味
が
な
い
。
ど
の
よ

う
な
展
開
が
で
き
る
か
を
含

め
、
今
後
の
検
討
課
題
と
す

る
。

職
員
の
地
域
担
当
制
度

答
弁
：
検
討
し
て
い
く

吉
田　
豪
雨
災
害
に
遭
わ
れ

た
方
か
ら
誰
に
相
談
し
て
い

い
か
分
か
ら
な
い
、
と
の
声

が
上
が
っ
て
い
る
と
の
報
告

が
あ
っ
た
。

　

こ
れ
を
機
に
、
職
員
の
地

域
担
当
制
度
を
確
立
し
て
は
。

町
長　

人
事
、
組
織
の
機
構

改
革
を
す
る
時
に
、
そ
の
こ

と
も
含
め
検
討
し
て
い
く
。

　

財
政
的
、
人
事
的
な
面
も

解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

が
、
機
会
が
あ
る
時
に
ど
の

よ
う
に
で
き
る
か
チ
ェ
ッ
ク

を
し
て
い
く
。

稲
永　

下
水
道
特
別
会
計
を

企
業
会
計
に
移
行
す
る
と
長

年
言
わ
れ
て
き
た
が
、
そ
の

兆
候
が
全
く
見
ら
れ
な
い
。

　

そ
の
あ
た
り
の
考
え
を
聞

か
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

副
町
長　

財
政
健
全
化
法
の

定
め
、
行
政
改
革
推
進
の
指

針
に
よ
り
、
貸
借
対
照
表
、

行
政
コ
ス
ト
計
算
書
、
資
金

収
支
計
算
書
、
資
産
台
帳
な

ど
諸
表
の
整
備
を
速
や
か
に

行
な
う
。

　

23
年
度
く
ら
い
か
ら
企
業

会
計
化
を
進
め
た
い
。

防
災
体
制
は
総
務
課
で

答
弁
：
今
後
見
直
し
検
討

稲
永　

防
災
担
当
課
を
役
場

の
中
枢
で
あ
る
総
務
課
に
設

置
し
、
災
害
の
関
係
は
総
務

課
で
掌
握
す
る
と
い
う
固
定

し
た
防
災
体
制
づ
く
り
を
。

町
長　

組
織
機
構
改
革
の
中

で
見
直
し
て
行
く
。

　

今
後
の
検
討
課
題
で
あ
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

●
７
・
19
水
害
の
教
訓
は

●
防
災
無
線
に
つ
い
て

●
サ
イ
レ
ン
の
使
用
基
準

●
避
難
場
所
に
つ
い
て

二
宮　

老
朽
化
し
た
志
免
保

育
園
の
対
策
に
つ
い
て
の
考

え
を
伺
い
た
い
。

町
長　

移
転
す
る
に
も
用
地

の
問
題
、
現
在
地
で
の
改
築

で
は
土
地
も
狭
く
、
保
育
環

境
に
問
題
が
あ
る
。
町
の
財

政
を
勘
案
し
、
全
面
建
て
替

え
は
む
ず
か
し
い
と
結
論
づ

け
て
い
た
が
、
再
考
し
早
急

に
結
論
を
出
し
た
い
。

二
宮　
民
営
化
へ
の
考
え
は
。

町
長　

一
園
目
の
第
三
者
評

価
と
住
宅
建
設
な
ど
を
考
慮

し
、二
園
目
を
選
定
し
た
い
。

シ
チ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
を

答
弁
：
学
校
と
協
議
し
検
討

二
宮　

早
い
段
階
で
子
ど
も

た
ち
の
社
会
性
を
育
て
る
、

シ
チ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
が
必

要
で
は
な
い
か
。

教
育
長　

児
童
・
生
徒
の
発

達
の
段
階
に
応
じ
、
社
会
参

加
で
き
る
よ
う
育
成
し
て
い

る
。

二
宮　

若
者
の
投
票
率
は
低

い
。
選
挙
制
度
を
身
近
に
す

る
模
擬
選
挙
を
実
施
し
て
は
。

教
育
長　

成
長
過
程
の
大
き

な
学
習
と
な
る
と
思
う
。
学

校
と
も
協
議
し
検
討
し
た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

●
父
子
手
帳
の
作
成
を

牛
房　
今
の
砂
利
広
場
を
青
々

と
し
た
緑
の
芝
生
へ
変
え
、

幼
児
か
ら
高
齢
者
の
み
ん
な

が
怪
我
の
心
配
な
し
に
は
だ

し
で
歩
き
、
遊
び
、
走
れ
る

健
康
づ
く
り
の
広
場
に
し
て

頂
き
た
い
。
更
に
芝
生
化
の

事
業
を
進
め
る
に
当
た
っ
て

は
、小
・
中
学
生
及
び
諸
団

体
の
参
加
を
呼
び
か
け
、
行

政
・
町
民
が
一
体
と
な
り
、

芝
生
事
業
に
取
組
む
新
し
い

協
働
の
実
験
例
と
し
て
は
。

町
長　

芝
生
化
を
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
の
一
助
と
し
て
役

立
て
る
べ
き
と
の
提
案
に
つ

い
て
前
向
き
に
検
討
す
る
。

高
齢
者
免
許
更
新
へ
支
援

答
弁
：
難
し
い
問
題
で
あ
る

牛
房　

70
歳
以
上
の
高
齢
者

の
運
転
免
許
証
の
更
新
時
に

試
験
場（
更
新
場
所
）へ
の
送

迎
の
支
援
を
。
粕
屋
・
須
恵
・

篠
栗
の
３
町
は
す
で
に
実
施

し
て
い
る
。

町
長　

難
し
い
問
題
で
あ
る
。

も
う
少
し
検
討
さ
せ
て
も
ら

い
た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

●
希
望
す
る
高
齢
者
へ
「
身

分
証
明
書
」
の
発
行

貯留浸透施設の設置
答弁：今後の検討課題に

あ
ま
水
条
例

下水道を企業会計へ
答弁：23年度をめどに移行

財
政
健
全
化

移
転
か
現
地
で
改
築
か

答
弁
‥
早
急
に
結
論
を
出
す

志免保育園

芝
生
で
健
康
広
場
に

答
弁
‥
実
現
へ
検
討
す
る

多目的広場牛
房 

良
嗣  

議
員

二
宮 

美
津
代  

議
員

吉
田 

耕
二  

議
員

稲
永 

正
昭  

議
員
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▲水害の状況

▲健康課の窓口▲職場環境の改善を

▲乳がん・子宮がんの検診無料クーポン券

丸
山　

住
民
の
命
・
財
産
を

守
る
の
は
、
自
治
体
の
第
一

義
的
な
使
命
で
あ
る
。

　

７
・
19
水
害
後
、
河
川
改

修
以
外
の
浸
水
対
策
を
ど
う

進
め
た
の
か
。

地
域
整
備
課
参
事　

ハ
ー
ド

事
業
は
志
免
城
戸
地
区
等
で

行
っ
た
。

　

流
域
対
策
も
公
共
事
業
で

雨
水
浸
透
ま
す
等
採
用
し
た
。

丸
山　

今
回
の
災
害
後
に
着

目
さ
れ
た
福
大
サ
ッ
カ
ー
場

グ
ラ
ン
ド
を
調
査
し
た
か
。

町
長　

研
究
し
、勉
強
す
る
。

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度

答
弁
：
取
組
み
を
進
め
る

丸
山　

厚
労
省
が
平
成
17
年

度
か
ら
、
認
知
症
を
知
り
、

地
域
を
つ
く
る
10
ヶ
年
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
て
い
る
。

　

サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
で
地
域

に
理
解
者
を
増
や
せ
な
い
か
。

町
長　

高
齢
化
で
認
知
症
の

数
も
多
く
な
る
。

　

理
解
し
、
地
域
で
見
守
る

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
を
増
や

し
た
い
。
安
心
し
て
住
め
る

ま
ち
づ
く
り
に
努
め
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

●
男
女
共
同
参
画
後
期
計
画

●
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ゴ
ミ
処
理

末
藤　

新
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
感
染
者
数
が
増
加
し
、
世

界
保
健
機
関
は
感
染
を
確
立

し
た
と
す
る
フ
ェ
ー
ズ
６
に

引
き
上
げ
た
。
今
ま
で
に
流

行
し
た
こ
と
の
な
い
ウ
ィ
ル

ス
で
、ほ
と
ん
ど
の
人
が
免
疫

を
持
っ
て
い
な
く
て
、
次
々

と
感
染
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
、

こ
れ
が
特
徴
の
一
つ
で
も
あ

る
。
特
に
５
歳
以
下
の
子
供

の
対
応
と
対
策
を
ど
う
考
え

て
い
る
の
か
。

総
務
課
長　

新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
対
策
行
動
計
画
を
策

定
し
、
各
課
で
対
応
す
る
よ

う
に
し
て
い
る
。

末
藤　

妊
産
婦
対
策
は
ど
の

よ
う
に
し
対
応
す
る
の
か
。

健
康
課
長　

検
診
は
病
院
で

行
っ
て
い
る
。
医
師
会
等
の

判
断
で
す
が
、
な
る
べ
く
妊

婦
が
移
動
し
な
い
よ
う
な
体

制
づ
く
り
が
必
要
と
思
う
。

末
藤　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

接
種
料
金
８
０
０
０
円
は
公

費
負
担
す
べ
き
と
思
う
が
。

健
康
課
長　

ワ
ク
チ
ン
は
厚

労
省
関
係
で
わ
か
ら
な
い
。

末
藤　

全
世
帯
へ
マ
ス
ク
を

配
布
し
た
ら
ど
う
か
。

町
長　

自
分
の
健
康
は
自
分

で
管
理
す
る
の
が
先
決
で
は

な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

堤　

補
助
金
等
検
討
委
員
会

を
立
ち
上
げ
、
補
助
金
の
見

直
し
を
さ
れ
た
こ
と
は
、
住

民
自
治
の
出
番
を
つ
く
ら
れ

た
。
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん

で
い
か
れ
る
の
か
。

町
長　

地
域
で
何
か
困
る
こ

と
が
あ
る
と
き
、
自
分
た
ち

で
何
が
で
き
る
か
考
え
て
や

っ
て
み
る
。
必
要
な
時
行
政

と
協
力
し
て
問
題
解
決
す
る
。

総
務
課
長　

ま
ち
づ
く
り
支

援
室
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
総

合
的
な
取
り
扱
い
を
す
る
。

ま
ち
づ
く
り
の
支
援
を
す
る
。

効
率
よ
い
職
場
環
境
を

答
弁
：
課
内
の
実
情
に
よ
る

堤　

高
い
志
を
持
っ
た
若
い

職
員
は
、
現
状
に
満
足
し
て

い
る
の
か
。

総
務
課
長　

行
財
政
改
革
の

中
、毎
年
職
員
が
削
減
さ
れ
、

少
な
い
中
で
一
生
懸
命
事
務

事
業
に
対
応
。
現
状
に
満
足

せ
ず
前
向
き
に
向
上
心
を
持

っ
て
頑
張
っ
て
い
る
。

堤　

意
思
疎
通
が
で
き
て
、

仕
事
が
効
率
化
し
、
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
る
朝

礼
を
提
案
す
る
。

総
務
課
長　

課
内
の
実
情
に

あ
っ
た
課
内
会
議
が
あ
る
。

助
村　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

を
生
か
し
た
見
守
り
、
ま
た

小
地
域（
町
内
会
）福
祉
活
動

計
画
を
立
て
る
べ
き
。

町
長　

十
分
検
討
す
る
価
値

が
あ
る
。

助
村　

地
域
福
祉
活
動
の
推

進
は
民
間
の
立
場
で
社
会
福

祉
協
議
会
が
担
っ
て
い
る
が
、

行
政
で
の
担
当
部
署
を
明
確

に
し
、設
置
す
べ
き
で
あ
る
。

総
務
課
長　

今
は
課
を
設
け

て
い
な
い
の
で
全
庁
的
な
取

り
組
み
が
必
要
。
第
５
次
総

合
計
画
で
考
え
て
い
く
。

が
ん
検
診
の
推
進
の
実
施

答
弁
：
課
題
と
し
て
考
え
る

助
村　

乳
が
ん
・
子
宮
が
ん

の
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
の
予
算

が
国
に
お
い
て
組
ま
れ
て
い

る
。
町
の
実
施
時
期
は
。

健
康
課
長　

11
月
に
集
団
検

診
を
ス
タ
ー
ト
す
る
。
病
院

で
も
考
え
て
い
る
。

助
村　

男
性
特
有
の
前
立
腺

が
ん
は
早
期
発
見
で
１
０
０

％
予
防
で
き
る
の
で
検
診
を
。

健
康
課
長　

今
後
の
課
題
と

し
て
、
財
政
も
考
え
な
が
ら

相
談
し
た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

●
３
人
乗
り
自
転
車
の
レ
ン

タ
ル
制
度

都市型水害への対応
答弁：財源との関係がある

総
合
治
水

新
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は

答
弁
‥
自
分
の
健
康
は
自
分
で

感染症対策

丸
山 

真
智
子  

議
員

末
藤  

省
三  

議
員

その体制づくりは
答弁：まちづくり支援室で

住
民
自
治

地
域
毎
の
計
画
が
必
要

答
弁
‥
十
分
検
討
の
価
値
あ
る

地域福祉助
村 

千
代
子  

議
員

堤  

久
美
子  

議
員

ご
と
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町民センター外部補修工事

▲シーメイト内情報室にある「まちづくり支援室」

請　　願
戸建て住宅耐震改修助成制度の創設を
求める。

福岡県建設労働組合
　　執行委員長　下川　一雄
　　粕屋支部長　長野　俊博

木造戸立て住宅で耐震性が不十分とされる

住宅は、全国で約1000万戸あり、耐震化は

ほとんど進んでいない。耐震改修推進は喫

緊の課題で、そのためには助成制度が不可

欠です。

建設常任委員会で継続審査

平
成
21
年
度 

一
般
会
計
補
正
予
算（
３
号
）

　

９
６
８
０
万
４
０
０
０
円
増
。
総
額
を
95
億
３
８
７
３
万
１
０
０
０
円

　

歳
入
は
国
か
ら
の
地
域
活
性
化
・
経
済
危
機
対
策
交
付
金
、理
科
教
育
設
備
整
備
費
等
補
助
金
。

※
地
デ
ジ
対
応
テ
レ
ビ
購
入
費…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

７
５
９
万
円

　

志
免
保
育
園
増
改
築
事
業
設
計
委
託
料
……

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

５
０
０
万
円

※

志
免
南
保
育
園
改
修
工
事
……

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

１
０
２
５
万
円

※

学
校
教
材
教
具
……

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

６
４
７
万
円

※

町
民
セ
ン
タ
ー
外
部
補
修
工
事
……

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

４
１
５
６
万
円

※

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
……

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

１
５
９
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

賛
成
少
数
で
否
決（
賛
成
５
・
反
対
９
）　

欠
席
１

　
（
賛
成
） 

助
村
・
丸
山
・
大
西
・
吉
田
・
熊
本

　
（
反
対
） 

堤
・
吉
住
・
池
邊
・
牛
房
・
西
川
・
稲
永
・
大
林
・
二
宮
・
末
藤　
　
（
欠
席
） 

大
熊

　

志
免
保
育
園
増
改
築
、竪
坑
櫓
清
掃
業
務
、地
デ
ジ
対
応
テ
レ
ビ
購
入
な
ど
に
反
対
と
の
意
見
が
予
算
特
別
委
員
会
の
中
で
出
さ
れ
た
。

※

印
は
国
・
県
の
補
助
金
等
に
よ
る
事
業

平
成
21
年
度 

一
般
会
計
補
正
予
算（
４
号
）

　

９
６
８
０
万
４
０
０
０
円
増
。
総
額
を
95
億
３
８
７
３
万
１
０
０
０
円

　

総
額
は
７
月
14
日
の
臨
時
議
会
で
否
決
と
な
っ
た
補
正
３
号
と
変
わ
ら
ず
、志
免
保
育
園
増
改
築

事
業
設
計
委
託
料
５
０
０
万
円
が
削
減
さ
れ
、
予
備
費
に
変
更
さ
れ
た
。

　

国
か
ら
の
交
付
金
、
補
助
金
事
業
の
み
が
再
提
案
さ
れ
た
。

賛
成
多
数（
賛
成
７
・
反
対
６
・
退
席
１
） 

欠
席
１

　
（
賛
成
） 

助
村
・
丸
山
・
牛
房
・
大
西
・
吉
田
・
熊
本
・
二
宮

　
（
反
対
） 

吉
住
・
池
邊
・
西
川
・
稲
永
・
大
林
・
末
藤　
　
　
（
退
席
） 

堤　
　
　
（
欠
席
） 
大
熊

福
岡
県
介
護
保
険
広
域
連
合
議
会
議
員
の
選
挙

　

広
域
連
合
議
会
議
員
で
あ
っ
た
南
里
町
長
が
広
域
連
合
粕
屋
支
部
の
支
部
長
を
受
け
ら
れ
、
空
席

と
な
っ
た
た
め
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

古
庄
議
員
を
選
出

一
般
会
計
補
正
予
算（
３
号
）

に
対
す
る
賛
成
討
論

賛
成
討
論　
　
　

大
西
議
員

　

地
域
活
性
化
・
経
済
対
策
交
付
金

８
９
０
０
万
円
の
実
行
計
画
。
県
に

も
申
請
し
、
全
額
交
付
さ
れ
る
事
業

に
対
し
て
、
こ
れ
を
反
対
す
る
事
は

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
経
済
活
性
化

を
願
う
議
会
と
し
て
、
ぜ
ひ
採
択
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

賛
成
討
論　
　
　

吉
田
議
員

　

理
科
教
育
設
備
整
備
の
補
助
金
は
、

子
ど
も
の
教
育
環
境
の
整
備
に
寄
与

し
、
未
来
に
対
す
る
重
要
な
投
資
で

あ
る
。
ま
た
文
化
財
保
護
費
に
計
上

の
委
託
料
は
、
竪
坑
櫓
を
重
要
文
化

財
と
す
る
た
め
計
上
し
た
も
の
。

　

将
来
の
志
免
町
の
た
め
に
重
要
な

補
正
予
算
で
あ
る
。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

賛
成
討
論　
　
　

丸
山
議
員

　

竪
坑
櫓
関
係
の
委
託
料
は
、
国
の

重
要
文
化
財
認
定
の
資
料
な
の
で
時

間
が
な
い
。
こ
の
チ
ャ
ン
ス
を
活
か

す
べ
き
。
町
立
保
育
園
の
改
修
へ
の

補
助
金
も
出
な
く
な
る
。
今
回
の
活

性
化
交
付
金
を
充
当
し
、
特
定
保
育

室
な
ど
設
置
し
て
ほ
し
い
。

一
般
会
計
補
正
予
算

（
４
号
）に
対
す
る

賛
成
討
論

賛
成
討
論　
　

二
宮
議
員

　

志
免
保
育
園
増
改
築
設
計

委
託
料
５
０
０
万
円
を
削
減
。

今
後
十
分
に
精
査
し
、
政
策

決
断
し
た
い
と
の
町
長
答
弁

で
あ
る
。
保
育
環
境
が
良
好

と
は
言
え
な
い
園
の
新
築
移

転
も
視
野
に
、
調
査
研
究
さ

れ
る
こ
と
を
期
待
し
賛
成
す

る
。

ボランティアの
町づくり・体制づくり

準備委員会を立ち上げて、ボランティア
団体の拠点づくりをすると共に、ボラン
ティアコーディネーターの配置を行って
ほしい。

［丸山議員・平成20年6月定例会での質問］

21年4月より実施

シーメイト内情報室にまちづくり支援室
を設置し、合せてボランティア・コーデ
ィネーターを配置している。

請
願
者

内　
　

容

採
決
結
果

陳　　情

天皇陛下御即位20年奉祝賀詞決議

福岡県奉祝委員会

　　会　長　河部　浩幸

天皇陛下は御即位２０年の慶賀すべき年を

迎え、各省庁は御即位２０年の記念事業に

取り組むことを発表した。国民の祝意の気

運を高め、国家、国民のために尽くされた

天皇陛下に、心から感謝申し上げるため。

賛成多数で採択し、議会最終日に

奉祝賀詞決議を議長が読み上げる

請
願
者

内　
　

容

採
決
結
果

請願・要望・
陳情・意見書

第
５
回
臨
時
議
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
７
月
８
日
開
催

第
６
回
臨
時
議
会　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

７
月
14
日
開
催

第
７
回
臨
時
議
会　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

７
月
31
日
開
催

臨 時 議 会

どうな
ったの
？あの質

問は
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▲災害対策本部

町村議会広報研修会のようす

南小校区（9月14日・吉原公民館） 西小校区（9月15日・西校区ボランティアセンター）

中央小校区（9月16日・南里三公民館） 東小校区（9月17日・東区公民館）

※議会へのご意見をお待ちしております。
◆議長へのメール：simegityo@yahoo.co.jp

　

九
月
議
会
が
始
ま
っ
た
二

日
目
、
某
町
内
会
の
会
長
さ

ん
が
悲
痛
な
思
い
を
込
め
議

長
室
に
来
室
さ
れ
、
七
月
の

豪
雨
災
害
の
実
態
と
対
応
に

つ
い
て
強
く
要
請
さ
れ
ま
し

た
。

　

今
回
の
水
害
は
、
全
町
的

災
害
で
も
あ
り
、
議
会
と
し

て
地
域
に
出
向
き
、
直
接
、

生
の
声
を
伺
い
、
全
員
が
実

態
を
理
解
し
、
町
民
と
議
会

で
課
題
を
共
有
、
解
決
に
努

力
す
る
こ
と
を
目
指
し
、
町

内
会
長
様
の
ご
協
力
を
頂
き

開
催
い
た
し
ま
し
た
。（
次
頁

に
詳
細
）

　

初
め
て
の
試
み
で
、
生
々

し
い
被
災
の
様
子
、
何
十
年

も
同
じ
被
災
を
受
け
ら
れ
て

い
る
方
々
の
悲
鳴
と
怒
り
、

過
去
の
議
員
の
係
わ
り
方
へ

の
非
難
等
々
、
厳
し
い
指
摘

が
相
次
ぎ
ま
し
た
が
、
最
後

は
、
建
設
的
な
解
決
策
の
提

案
と
、
議
会
へ
の
エ
ー
ル
も

頂
き
、
議
員
も
満
足
感
を
抱

い
た
と
同
時
に
、
重
責
を
痛

感
い
た
し
ま
し
た
。

　

特
に
大
災
害
一
歩
前
の
事

例
が
各
地
区
で
報
告
さ
れ
た

の
は
、
行
政
か
ら
は
聞
け
な

い
貴
重
な
報
告
で
し
た
。

　

地
方
自
治
の
運
営
を
担
う

二
元
代
表
制
の
一
方
で
あ
る

議
会
の
あ
り
方
が
問
わ
れ
る

昨
今
、
こ
の
よ
う
に
、直
接
、

町
民
の
皆
様
と
課
題
を
話
し

合
い
共
有
す
る
こ
と
は
、
望

ま
れ
る
議
会
、
信
頼
さ
れ
る

議
会
の
姿
で
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
も
開
か
れ
た
議
会
、

議
会
改
革
の
一
つ
で
す
！

　
　

 

（
記
・
議
長
・
古
庄
）

　

８
月
25
日
と
26
日
、
全
国

町
村
議
会
広
報
研
修
会
に
参

加
し
た
。

　

一
日
目
は
、
武
庫
川
女
子

大
学
言
語
文
化
研
究
所
長
・

佐
竹
秀
雄
氏
に
よ
る
、
わ
か

り
や
す
い
文
章
表
現
、表
記
、

情
報
時
代
に
求
め
ら
れ
る
広

報
、
ネ
ッ
ト
Ｐ
Ｒ
発
想
で
広

が
る
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

講
義
を
受
け
た
。

　

二
日
目
は
前
も
っ
て
提
出

を
し
て
い
た
広
報
の
ク
リ
ニ

ッ
ク
が
行
わ
れ
た
。

　

全
国
の
町
村
議
会
か
ら
出

さ
れ
た
広
報
紙
の
良
い
点
、

改
善
点
に
つ
い
て
講
師
の
批

評
が
あ
り
勉
強
に
な
っ
た
。

　

志
免
町
議
会
広
報
に
つ
い

て
は
、
評
決
の
賛
否
を
明
示

し
、
議
会
の
役
割
を
明
確
に

し
て
い
る
点
で
高
い
評
価
を

い
た
だ
い
た
。

　

読
者
の
立
場
に
た
っ
た
見

や
す
い
、
読
み
や
す
い
編
集

が
さ
れ
て
い
る
と
の
評
価
を

受
け
た
が
、
表
紙
の
見
出
し

の
作
り
方
や
色
使
い
に
工
夫

が
い
る
と
の
指
摘
を
受
け
た
。

水
害
調
査
の
全
員
協
議
会
を

初
め
て
四
校
区
で
開
催

生
の
声
に
議
員
も
感
動
！

　

７
月
24
日
・
26
日
、
町
全

域
で
集
中
豪
雨
に
よ
る
大
き

な
災
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

被
災
さ
れ
た
方
々
に
は
、

心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

議
会
で
は
所
管
の
建
設
委

員
会
を
中
心
に
そ
の
対
応
に

全
力
を
挙
げ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
が
、
今
回
の
災
害
は
全

町
に
及
ぶ
も
の
で
、
そ
の
状

況
を
議
会
と
し
て
も
把
握
す

る
た
め
に
、
９
月
本
議
会
中

の
９
月
14
日
か
ら
17
日
ま
で

４
日
連
続
で
、
議
会
終
了
後

の
夜
７
時
か
ら
４
小
学
校
校

区
に
出
向
き
、
全
員
協
議
会

と
し
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

各
地
区
に
お
い
て
、
町
内

会
長
様
よ
り
詳
細
な
報
告
を

頂
き
、
そ
の
後
、
住
民
の
方

よ
り
厳
し
い
ご
意
見
と
要
望

を
頂
き
ま
し
た
。

　

現
在
そ
の
議
事
録
を
作
成

中
で
す
が
、
そ
れ
を
基
に
要

旨
録
を
作
成
し
、
議
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
議
会
だ
よ
り
で

公
表
し
ま
す
。
ま
た
各
町
内

会
、
行
政
に
も
配
布
し
、
議

会
と
諸
課
題
を
共
有
し
た
上

で
解
決
に
努
力
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ご
協
力
頂
き
ま
し
た
各
町

内
会
会
長
様
に
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

議会議会
あれこれれこれ
議会
あれこれ 委員委員会委員会委員会委員会

高
い
評
価
を
得
ま
し
た
。

7月の水害  実態調査と意見交換会
　　　　　　　4小学校区にて開催
7月の水害  実態調査と意見交換会
　　　　　　　4小学校区にて開催

実
態
と
意
見
・
要
望
を
町
民
と

　

議
会
と
行
政
で
共
有
し
解
決
へ

議
会
広
報
特
別
委
員
会

修
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